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まちづくり推進検討委員会 作業部会(B部会) 活動経緯 

部会長：永岩委員 

 

平成 22年 7月 12 日 

第 1回 B部会 

 事務局より昨年度のまちづくり推進検討委員会の具体的事業案の説明を行った。 

 小俣孝委員、箕田委員が具体的事業の提案を行った。 

 提案の中から「軽トラック市」、「パワースポット」を B部会の事業案として次回以

降に検討していくことを確認した。 

 また、まちづくり推進検討委員会の具体的事業案との摺り合わせを行い、事業名や

事業の組み合わせを今後の検討課題とした。 

 次回は、各委員が「軽トラック市」、「パワースポット」に対して具体的内容を発表

することとなった。 

 

平成 22年 9月 30 日 

第 2回 B部会 

 小俣孝委員、箕田委員、佐藤委員が事業の企画提案を行った。 

 B 部会として 3名の委員から提案があった事業について社会実験を行なうことに決

定した。 

① おもてなしストリート事業 

② 回遊性創出事業 

③ “大ツキ”「軽トラック市」事業 

 

第 1回 A・B合同部会(資料 3-1 を参照のこと) 

 

平成 22年 11 月 8日 

第 3回 B部会 

 事務局より、事務局が修正した企画書について説明があり、企画について議論が行

われ、企画の修正を行った。 

 事業主体は大商協、責任者は大商協理事長の小俣孝委員に決定した。 

 組織作りは、年内中に行い、1月から準備会として作業を実施していくこととなっ

た。 


